






要約:成長期におけるアポリポ蛋白の変化,および肥満児のアポリポ蛋白代謝の特徴を検討

するために本研究を行った。小児期ではアポ蛋白値,アポ蛋白を用いたパラメーター値は年

齢,性により変化し,リポ蛋白,アポ蛋白代謝の解釈に際しては成人とは異なり,異常値の判

定には各年齢の基準値を考慮する必要が考えられた。また,動脈硬化促進因子である肥満は

小児期においても血清脂質の異常のみならず,アボ蛋白代謝でも動脈硬化を来しやすい状

態にあるものと推定された。 


